
平
成
二
九
年
五
月
十
四
日

（
日
）
、
下
阪
本
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
山
本
克
也
幹
事
の

司
会
で
、
林
副
会
長
を
議
長
に

選
出
し
て
、
第
十
一
回
総
会
が

会
員
三
四
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
河
村
会
長
の
ユ
ニ
ー

ク
な
挨
拶
で
笑
い
を
誘
い
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
二
八

年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

二
九
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
、

及
び
役
員
案
が
提
案
さ
れ
、
議

案
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
た
。

１
．
観
光
ガ
イ
ド

○
役
員
で
当
番
を
設
け
、
坂
本

城
址
公
園
に
駐
在
し
、
年
間
四

〇
回
程
度
実
施

○
浜
松
市
の

団
体
三
六
名
を
始
め
、
約
三
〇

〇
名
の
ガ
イ
ド
を
実
施
、
見
学

者
か
ら
礼
状
を
い
た
だ
く
な
ど
、

好
評
で
あ
っ
た
。

２
．
勉
強
会
の
実
施

○
毎
月
一
回
役
員
会
を
行
い
、

坂
本
城
に
関
す
る
研
修
を
行
う
。

○
講
演
会
の
実
施
（
五
月
・
十

一
月
）

○
研
修
旅
行
の
実
施

（
彦
根
城
）

３
．
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る

講
演
会
を
、
下
阪
本
文
化
祭
関

連
行
事
と
し
て
実
施
。

４
．
そ
の
他
の
活
動

○
坂
本
城
址
公
園
の

清
掃
活
動
を
実
施

○
会
報
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行

１
．
下
阪
本
地
区
と

の
連
携
を
強
化
し
、

行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
。
○
下
阪
本

学
区
文
化
協
会
に
後

援
を
依
頼
し
て
講
演

会
の
実
施
。

２
．
土
、
日
、
休
日

の
公
園
ガ
イ
ド
（
個

人
・
団
体
）
を
実
施
す
る
。
○

坂
本
城
址
公
園
の
清
掃
活
動
を

実
施

３
．
調
査
と
勉
強
会

○
研
修
旅
行
の
実
施
。

４
．
従
来
か
ら
の
業
務
は
継
続

し
て
実
施
。

○
会
報
ニ
ュ
ー
ス
発
行

○
下

阪
本
文
化
祭
に
参
加

会

長

河
村
益
孝

副

会

長

林

宏

幹
事
事
務
局

山
本

正
史

幹
事

会
計

渡
辺

豊

幹
事

広
報

藤
本
一
也

幹
事

梶
原
大
義
・
恒
岡
善
博
・

山
本
克
也
・
森

茂
樹
・
上
嶌

登
・
木
谷
昭
朗

監
事

成
宮
律
子
・
奥
村
多
栄

子顧
問

中
井

均
（
滋
賀
県
立

大
）
・
木
村
至
宏
（
前
成
安
造

形
大
学
長
）
・
馬
淵
直
樹
（
日

吉
大
社
宮
司
）
・
村
田
省
三

（
元
市
産
業
観
光
部
長
）
・
吉

水
眞
彦
（
市
教
委
文
化
財
保
護

課
）

幹
事
退
任

並
木
益
雄

中
田

安
子
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坂
本
城

地域との連帯を深め
講演会や坂本城の研究

とガイド実施

第
十
一
回
総
会

が
開
催
さ
れ
る

坂
本
城
を
考

え
る
会
会
報

平
成
二
八
年
度

事
業
報
告

平
成
二
九
年

度

事
業
計
画

平
成
二
九
年
度
役
員



総
会
に
引
き
続
き
、
演
題

「
戦
国
の
近
江

滋
賀
の
陣
、

比
叡
山
焼
き
討
ち
と
坂
本
城
築

城
」
と
し
て
、
滋
賀
県
教
育
委

員
会
文
化
財
保
護
課
の
松
下

浩
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

六
二
名
の
参
加
者
が
聴
講
し
た
。

「
元
亀
争
乱
」
と
は
、
信
長
と

近
江
諸
勢
力
と
の
戦
い
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
信
長
に
よ

る
越
前
侵
攻
（
元
亀
元
年
）

か
ら
足
利
義
昭
の
追
放
（
元

亀
４
年
）
ま
で
の

信
長
の
天
下
統
一

に
伴
う
騒
乱
で
あ

る

。

そ

の

中

で

「
志
賀
の
陣
」
と

は
浅
井
・
朝
倉
と

戦
う
一
方
、
大
阪

本
願
寺
、
湖
南
一

向
一
揆
な
ど
と
の

戦
い
で
、

信
長
に
と
っ
て
四

面
楚
歌･

最
大
の

危
機
で
あ
っ
た
。

し
か
し
反
信
長
勢

力
が
連
携
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く

個
々
の
対
応
で
あ
っ

た
。

又
信
長
と
延
暦
寺
と
は
本
来

敵
対
す
る
関
係
で
は
な
か
っ
た

が
、｢

志
賀
の
陣｣

で
延
暦
寺
が

浅
井･

朝
倉
軍
を
比
叡
山
の
山
々

に
布
陣
さ
せ
た
事
で
敵
対
関
係

と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
後
、
信
長
と
各

勢
力
と
の
戦
い
が
続
き
、
朝
廷

及
び
足
利
義
昭
の
仲
介
に
よ
る

｢

信
長
と
浅
井･

朝
倉
と
の｣

講

和
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

信
長
は
比
叡
山
焼
き
討
ち
後
、

光
秀
に
命
じ
て
坂
本
城
を
築
か

せ
た
が
、
築
城
理
由
は
、
坂
本

(
下
阪
本)

が
延
暦
寺
の
門
前
に

あ

り

、

交

通

・

流

通

の

要

衡

（

西

近

江
路･

港
）

で

あ

っ

た

た

め

で
あ
る
。坂

本

城

は
天
主
を
持
つ
豪
壮
華
麗

な
水
城
で
、
検
出
さ
れ
た

遺
構
は
石
垣
、
礎
石
、
石

段
、
湖
中
石
垣
、
石
組
溝
、
井

戸
、
大
型
礎
石
建
物
＝
城
主
ま

た
は
上
級
家
臣
の
屋
敷
＝
な
ど

と
、
遺
物
と
し
て
の
瓦
＝
伝
本

丸
付
近
か
ら
の
出
土
＝
な
ど
が

あ
る
。

坂

本

城

は

光

秀

の

死

後

、

明

智

秀

満

に

よ

り

焼

か

れ

た

が

（

天

正

一
〇
年
）
、

丹

羽

長

秀
に
よ
り
再
建
さ
れ
、

城
主
は
杉
原
家
次
、
浅
野
長
吉

と
代
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
廃
城

と
な
り
浜
大
津
の
大
津
城
へ
と

移
築
さ
れ

た(

天
正
一
四
年)

。
坂
本
城
が

大
津
城
に
移
築
さ
れ
た
理
由
は
、

天
正
十
二
年
の
山
門
復
活
に
よ

る
監
視
機
能
の
低
下
、
東
海
道

･

淀
川
水
運
の
整
備
に
よ
る
大

津
へ
の
中
心
機
能
の
移
転
、
織

田
氏
の
天
下
終
焉
、

豊
臣
氏
の
天
下
成
立
に
伴
う
近

江
に
お
け
る
織
田
氏
の
払
拭

(

安
土
城
廃
城
、
新
た
な
拠
点

城
郭
の
整
備

－
佐
和
山
城
・
水
口
岡
山
城
な

ど
の
築
城
と
連
動
し
た
坂
本
城

⇒
大
津
城｣

の
た
め
で
あ
っ
た
。

（
文
責

森

茂
樹
）
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記
念
講
演

滋
賀
の
陣
・
信
長

最
大
の
危
機

松
下

浩
県
教
委
文
化
財
保
護
課

講
演
の
要
旨



六
月
三
十
日
（
金
）
、
滋

賀
県
議
会
に
て
、
「
坂
本
城
の

発
掘
調
査
の
必
要
性
」
に
関
す

る
質
問
が
、
地
方
創
生
特
別
委

員
長
の
目
片
信
悟
議
員
よ
り
行

わ
れ
た
。

質
問
の
要
旨
は
、
「
滋
賀
の
活

性
化
の
一
つ
と
し
て
地
域
の
歴

史
素
材
の
活
用
を
行
う
べ
き
で
、

そ
の
中
で
坂
本
城
は
日
本
で
最

初
に
築
か
れ
た
城
と
し
て
そ
の

後
の
城
々
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
城
で
あ
り
、
坂
本
城
－
安

土
城
－
長
浜
城
な
ど
を
結
ん
で

の
観
光
資
源
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
の
坂
本
城
の
活
用
が
可

能
と
思
わ
れ
る
。
坂
本
城
は
ま

だ
現
在
発
掘
も
十
分
に
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
湖
中

の
探
査
も
滋
賀
県

立

大

学

の

中

井

均

教

授

に

よ

り

行

わ

れ

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
、

ま
た
天
主
跡
は
民
間

施
設
内
に
あ
る
こ
と

か
ら
今
後
の
保
護
も

必
要
で
あ
り
、
観
光

案
内
と
し
て
の
説
明

板
も
不
足
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
滋
賀

県
と
し
て
坂
本
城
の

歴
史
遺
産
と
し
て
の

活
用
を
進
め
て
欲
し
い
」
と
の

質
問
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
す
る
知
事
の
答
弁
は
、

「
水
を
中
心
と
し
た
、
ス
ト
ー

リ
ー
で
結
ぶ
観
光
資
源
の
開
発

を
考
え
て
お
り
、
文
化
財
保
護

の
立
場
を
前
提
に
、
歴
史
遺
産

保
護
の
観
点
か
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
や
坂
本
城
を
題
材
と

し
た
講
座
や
探
訪
を
開
催
す
る

等
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
情

報
発
信
に
努
め
た
い
」
と
の
返

答
で
あ
っ
た
。

（
文
責

梶
原
大
義
）

七
月
一
日
、
琵
琶
湖
放
送45

周
年
記
念
番
組
と
し
て
、
滋
賀

県
立
大
学
考
古
学
教
室
の
中
井

均
教
授
お
よ
び
中
川
先
生
に
よ

る
「
坂
本
城
の
本
丸
沖
の
湖
中

遺
跡
の
探
査
」
が
琵
琶
湖
放
送

で
約
二
〇
分
間
放
映
さ
れ
た
。

水
中
探
査
さ
れ
た
場
所
は
、
現

在
石
垣
と
胴
木
が
水
中
に
残
さ

れ
て
い
る
本
丸
跡
の
、
①
少
し

沖
に
当
た
る
水
中
、
②
そ

の
少
し
北
側
の
水
中
、
③

そ
の
少
し
南
側
の
水
中
の

三
ヶ
所
で
、
目
視
と
写
真

撮
影
で
の
探
査
が
行
わ
れ

た
。

そ
の
結
果
、
「
①
か
ら
は

瓦
や
土
器
と
思
わ
れ
る
遺

物
が
、
②
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
小
石
が
、
③
か
ら
は

石
垣
の
石
か
も
し
れ
な
い

大
き
な
石
と
そ
の
裏
込
め

石
と
思
わ
れ
る
石
が
多
く

発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
石

は

南

北

に
連
な
っ

て

い

る

よ

う

で

も
あ
り
、

石

垣

の

石

か

も

し
れ
な
い
が
確
定
で
き
ず
、
今

後
の
更
な
る
調
査
・
研
究
が
必

要
で
あ
ろ
う
」
と
の
結
論
で
あ
っ

た
。

こ
の
③
に
認
め
ら
れ
た
水
中
の

大
き
な
石
に
つ
い
て
は
、
東
南

寺
川
河
口
に
も
近
く
、
地
元
の

研
究
者
で
あ
る
津
田
幸
種
氏
に

よ
り
「
東
南
寺
川
護
岸
地
下
の

石
垣
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も

の
と
の
関
連
も
あ
り
、
今
回
の

調
査
も
含
め
て
、
更
な
る
調
査
・

研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
文
責

梶
原
大
義
）
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坂
本
城
の
発
掘
調
査
の
必
要
性

水
で
結
ぶ
観
光
開
発

三
日
月
滋
賀
県
知
事
表
明坂

本
城
湖
中
遺
跡
の
探
索

琵
琶
湖
放
送
で
放
映

更
な
る
調
査
・
研
究
が
必
要
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会費納入の
お願い

■平成２９年度会費

１，２００円を、未だ納入

されていない会員は、郵

便振替で至急納入願い

ます。

現金でも結構です。

払込取扱票が必要な方

は 連絡頂ければ 送り

ます。

■ 口座番号

00940-8-193042

■加入者名

坂本城を考える会

■他の金融機関から

店番 468-

普通預金 0954399

■ 520-0113

大津市坂本3-17-61

渡辺 豊

℡077-578-4607

090-7348-1083

（仮称）「日吉大社と
下阪本の歴史」講演会
と き １１月１８日（土）

１４：００～１６：００
ところ 下阪本市民センター３階
講 師 日吉大社権宮司

井口 健 氏
＜下阪本学区文化祭関連事業＞

坂本城址公園の
清掃活動に参加を！
と き １０月１４日（土）

９：００～１０：００

ところ 坂本城址公園集合
その他 用具類は準備しますので、
軍手など清掃活動のできる服装で
参加してください

会員募集に
ご協力を！
ご紹介いただければ、

会の説明に伺います

会長 河村 益孝

070-5507-7350

事務局 山本 正史

090-1671-1236


